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大学野球選手名鑑＆有望選手リスト
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北海道学生リーグ	 	 	 	 	 	 	 	 	
東京農大北海道オホーツク	投手	 神宮　僚介	 4年	 桐生第一	 175	 82	 右右	 △	 昨春MVPがトミー・ジョン手術を経て復活なるか。焦らずサイドからの剛球を秋に見たい
	 左翼手	 山田　堅真	 4年	 北海	 188	 82	 右右	 △	 躍動感だけでも見る価値ありのスピード系大型外野手。チームを勝たせるフルスイングを
	 右翼手	 川口　友翠	 4年	 札幌第一	 178	 78	 右右	 △	 勝負強さで昨季に頭角。元捕手の野球脳と自慢のパンチ力に磨きをかけて神宮で暴れよう
札幌学生リーグ	 	 	 	 	 	 	 	 	
北海学園大	 投手	 木村　駿太	 4年	 札幌国際情報	 173	 75	 左左	 〇	 140キロ前半でも打たれないストレートとスライダー。ここぞで三振が取れる魅惑の左腕
	 	 工藤　泰己	 4年	 北海	 175	 82	 右右	 △	 高校は捕手で入部し1年秋から投手転向。がっちりした体から150キロ超の強いストレート
	 	 髙谷　　舟	 4年	 札幌日大	 179	 79	 右右	 〇	しなやかに体を使って全力で放たれるストレートは普通に150キロ超。あとは全国大会だ
北東北大学リーグ	 	 	 	 	 	 	 	 	
青森大	 右翼手	 川満　　真	 3年	 糸満	 176	 75	 右右	 △	 パンチ力のあるバッティングと爆肩を武器に1年時から活躍。攻守に抜群の存在感を発揮
青森中央学院大	 投手	 横山　永遠	 4年	 八戸学院光星	 178	 76	 右左	 △	 投手としては最速147キロを誇り、野手としては一塁到達4秒を切る俊足巧打の二刀流だ
八戸学院大	 投手	 阿部　流音	 3年	 本荘	 177	 74	 右右	 △	 最速140キロ台後半を計測する真っすぐとキレのある変化球が武器。先発タイプの有望株
富士大	 投手	 新川　俊介	 4年	 具志川商	 180	 92	 右右	 △	 2年時に出場した大学選手権では青山学院大相手に4回1安打。エース候補に名乗りを上げる
	 	 角田　楓斗	 3年	 東奥義塾	 178	 79	 右左	 〇	 150キロを超えるストレートは大学トップレベル相手にも通用する。メンタル面も強靭だ
	 	 岩井　　聖	 2年	 龍谷大平安	 184	 80	 右右	 △	 昨年は1年生ながら150キロ台を連発。富士大投手陣の中でも一際スケールが大きい素材
仙台六大学リーグ	 	 	 	 	 	 	 	 	
仙台大	 投手	 渡邉　一生	 4年	 BBCスカイホークス	172	 72	 左左	 〇	 150キロ超えの速球と面白いほどタイミングを外すチェンジアップ。熱いキャラも魅力的
	 	 佐藤　幻瑛	 3年	 柏木農	 180	 80	 右右	 ◎	 昨季は主にリリーフとして勝負所を任された。代表合宿でも大学トップクラスの剛速球
	 	 大城　海翔	 2年	 滋賀学園	 168	 72	 左左	 〇	 球速は140キロ台中盤だが異常球質で空振りを量産。昨年は富士大や東北福祉大を翻弄
	 遊撃手	 新保　玖和	 2年	 霞ヶ浦	 173	 70	 右右	 △	 基本に忠実かつアグレッシブな守備は辻本倫太郎2世（中）。好投手のバックにも注目だ
	 右翼手	 平川　　蓮	 4年	 札幌国際情報	 187	 91	 右両	 〇	 187センチの長身で50メートル走5秒台のフィジカルモンスター。両打席から一発を狙える
東北福祉大	 投手	 櫻井頼之介	 4年	 聖カタリナ学園	173	 64	 右右	 △	 小柄ながら最速149キロのストレートと強烈なカットで剛腕揃いの投手陣のエース的存在
	 	 滝口　琉偉	 4年	 日大山形	 182	 84	 右左	 △	 実績は少ないが最速154キロを出せる。甲子園を沸かせた剛腕が徐々に存在感を増している
	 	 堀越　啓太	 4年	 花咲徳栄	 184	 96	 右右	 ◎	 大学野球史上でも有数の球速を誇る。球質も改善し、ほとんど前に飛ばされなくなった
	 	 猪俣　駿太	 3年	 明秀学園日立	 185	 83	 右右	 〇	 昨秋は2試合目の先発として最優秀防御率。150キロ台の真っすぐと多彩な変化球併せ持つ
南東北大学リーグ	 	 	 	 	 	 	 	 	
東日本国際大	 三塁手	 黒田　義信	 3年	 九州国際大付	 180	 84	 右左	 ◯	 順調に成長を続ける南東北の至宝。昨年の大学選手権では何度もチームを救った打撃
千葉県大学リーグ	 	 	 	 	 	 	 	 	
敬愛大	 投手	 須川　光大	 4年	 智辯和歌山	 178	 79	 左左	 △	 大学入学後に本格的に投手に転向し今では最速150キロ。あくなき向上心でさらに成長だ
	 	 嶋田　翔太	 3年	 拓大紅陵	 179	 77	 右右	 ○	 2年間で通算200回以上投げたタフネス右腕。力強い真っすぐに投球術も身についてきたぞ
	 	 中村　駿汰	 2年	 桐生第一	 180	 85	 左左	 △	 躍動感がありながらツボを押さえたフォームで球威あるボールに。緩急の使い方もうまい
	 中堅手	 加山　太基	 4年	 明秀学園日立	 165	 65	 右左	 △	 学生球界最速の男かも？	一塁駆け抜け3秒 7の超俊足で相手守備に一瞬の隙も許さない
国際武道大	 投手	 山口　　塁	 4年	 横浜商業	 181	 85	 右右	 ○	コンパクトで軸のブレないフォームから投げ込む剛速球。変化球も向上し駆け引きも向上
	 一塁手	 若山　空蒼	 3年	 北星学園大付	 180	 82	 左左	 △	 粗削りながら、強振で火の吹くような当たりを連発。大舞台ほど結果を出すスター性も◯
	 二塁手	 北里　拓海	 4年	 東海大大阪仰星	177	 75	 右右	 △	シンプルながらリストを効かせたスイングが光る仕事人。球際に強い守備も見どころだ
中央学院大	 投手	 細谷　怜央	 4年	 中央学院	 182	 85	 右右	 ○	 足りないのはリーグ戦の実績のみ。152キロのストレートが決まれば打者はお手上げ状態
	 	 葛西　倖生	 3年	 弘前学院聖愛	 173	 77	 右右	 △	 ゾーンに投げ込む力は指折りで、昨年は表彰選手に。体の完成とともにエースの道を歩む
	 左翼手	 井川　欧莉	 3年	 鳴門	 178	 74	 左左	 △	ヒットゾーンが広く、手元で崩されてもクリーンヒット連発。守備走塁にも躍動感が光る
	 中堅手	 常世田翔英	 4年	 中央学院	 180	 76	 右右	 △	シンプルなフォームから豪快な弾丸ライナーを放つ打線の中軸。守備のカバー範囲も広い
千葉経済大	 投手	 白根　羽琉	 4年	 長野日大	 183	 80	 右右	 △	 高いゲームメーク能力が持ち味の本格派右腕。最速147キロの直球はまだまだ伸びるぞ
	 	 小堺　心温	 3年	 拓大紅陵	 170	 76	 右右	 △	 一目見ただけで伝わる良質な投球フォーム。体格以上のスケールに高い将来性が見える
	 中堅手	 杉山　来弥	 3年	 東海大浦安	 172	 70	 右左	 △	 頭が動かず最短でコンタクトし広角に打球を飛ばす。脚力や走塁技術にも光るものあり
千葉商科大	 投手	 吉川　凌平	 3年	 習志野	 185	 81	 右右	 ○	 長い腕から放たれる最速149キロの真っすぐが武器。1部のマウンドでも実力を証明したい
東京情報大	 一塁手	 西川　陽都	 2年	 高岡商	 182	 82	 右右	 △	 慎重な仕掛けで選球眼よく好球必打。終盤は打球角度も備わる。一塁以外の守備位置を
	 三塁手	 小田健二郎	 3年	 中京	 168	 73	 右左	 △	 ボールを常に自分の間でコンタクトするピュアヒッター。守備の経験値が花開く一年に
関甲新学生リーグ	 	 	 	 	 	 	 	 	
関東学園大	 投手	 藤　　　希	 4年	 日本航空	 163	 63	 左両	 △	 小柄な体格から緩急を駆使して打ち取るTHE技巧派。しかし、球持ちもよく奪三振も伴う
作新学院大	 右翼手	 小平　直道	 4年	 東海大相模	 174	 74	 右右	 △	とらえた時の打球速度は目を見張るものがある。センスの光る走塁技術は一見の価値あり
上武大	 投手	 井出　海翔	 4年	 佐久長聖	 177	 73	 左左	 ○	 技術の底上げに成功し全ての面でレベルアップ。今年こそ全国区の知名度を得てプロへ
	 	 木口　永翔	 3年	 筑陽学園	 185	 85	 右右	 ○	 フォームに迷いの跡が見えるも指にかかった際の球威はリーグ屈指。技術的な安定が優先
	 中堅手	 岡村	シルバー	魁人	2年	 静岡学園	 172	 84	 左左	 ○	 一度見たら脳裏に焼き付く走攻守の圧倒的躍動感。1年生にしてリーグMVPも納得の逸材
	 右翼手	 西原　太一	 4年	 宮崎商	 182	 78	 右右	 ○	 クセのないスイングで果てなく飛ぶ打球は圧巻。守備の細部を詰めプロを振り向かせたい
常磐大	 一塁手	 大塚　　大	 4年	 鹿島学園	 185	 85	 右右	 △	 選球眼に優れ、狙い球以外にも対応。甘くなればたやすく安打にするアベレージヒッター
新潟大	 投手	 須田　湧貴	 2年	 前橋商	 174	 76	 左左	 △	 彗星のごとく現れた二刀流。投げては球威良く、打っては鋭いスイング。リーグの顔へ
	 三塁手	 田西　　誓	 4年	 小松	 179	 93	 右左	 △	 選球眼に目覚め、持ち前のパワーが生きてきた。守備を高め、リーグを代表する野手へ
白鷗大	 投手	 松永　大輝	 4年	 東海大菅生	 172	 69	 左左	 ○	 並進と腕の振りをずらし間を作る技巧派。緩い変化を堂々とゾーンに決める投球は必見
	 投手	 中沢　匠磨	 4年	 白鷗大足利	 183	 79	 右左	 △	 ツボを押さえたフォームで角度をつけるパワー型投球。縦変化を磨いてプロへの活路に
山梨学院大	 一塁手	 山元　丈輝	 4年	 山梨学院	 169	 70	 右左	 △	 ヘッドを効かせた強振とスイングキャンセルが両立する打撃の業師。一塁守備も軽快
東京新大学リーグ	 	 	 	 	 	 	 	 	
共栄大	 一塁手	 花倉　凪海	 3年	 神村学園	 175	 94	 右右	 △	 仕掛けは慎重ながら甘い球は逃さない安打製造機。逆方向に強い打球を放つ器用さも〇
	 二塁手	 二出川　翼	 4年	 千葉黎明	 168	 68	 右左	 △	 粘って粘ってヒットゾーンに運び、広い守備範囲をカバー。こんな選手が1人はほしい
杏林大	 投手	 岩井　拓巳	 4年	 東京成徳大高	 177	 72	 左左	 △	 高低内外丁寧に投げ分け投球の基礎レベルが高い。直球のボリューム増せば一気に映える
	 	 松本　悠希	 4年	 細田学園	 175	 77	 右右	 ○	 深く引いたヒジを真上から降ろし角度をつける投球。変化球豊富で高めで空振りも奪える
	 捕手	 酒井　啓大	 4年	 青森山田	 174	 83	 右右	 ○	 捕手らしい深い読みと反応の鋭さを兼ね備えた打撃は一見の価値あり。守備も及第点以上
	 遊撃手	 浦本　大河	 4年	 松山聖陵	 175	 75	 右左	 △	 出塁重視アプローチながら強振もできる器用さ。一歩目の速い盗塁に、軽快な守備も◯
	 左翼手	 大井田健斗	 3年	 桐生第一	 178	 73	 右右	 △	 頭と肩がブレず理想の軌道で捉えるバットマン。パワーをつけてリーグを代表する選手へ
駿河台大	 二塁手	 戸田　純太	 2年	 静岡商	 171	 71	 右右	 △	 走攻守すべてで堅実なプレーで安定感あり。リーグでは新人賞もパワーをつけ一段上を
創価大	 投手	 石田　陵馬	 4年	 市川越	 182	 85	 右右	 △	 出どころを隠しつつ腕の出現も遅める奥深いフォーム。奪三振が奪え、昨秋は防御率0点台
	 一塁手	 古和田大耀	 4年	 新田	 177	 91	 右右	 △	 外開き打法ながら体が流れずコンタクトと選球が優秀。打球角度をつけ真の強打者になれ
	 三塁手	 立石　正広	 4年	 高川学園	 180	 87	 右右	 ◎	リーグを飛び越え全国でも比類なき強打者に成長し、守備技術も大きく向上。今年の目玉
	 右翼手	 山田　琉衣	 3年	 健大高崎	 181	 87	 右右	 △	 オープンスタンスながら軸がブレず、振りぬくパワーヒッター。守備にも光るものアリ
東京国際大	 一塁手	 西村　太一	 4年	 宇部商	 173	 76	 右左	 △	 長距離打者ながら丁寧なアプローチ。ライナーの再現性も高いリーグを代表する打者だ
	 右翼手	 飴谷　廉広	 4年	 習志野	 183	 80	 左左	 △	 ボールがよく見え、コンタクト力と長打力を兼備する。この土台に力と技を積み上げたい
流通経済大	 投手	 上原　真翔	 4年	 前橋育英	 176	 74	 右左	 ○	 低く落とすヒジを隠すよう壁を作り高速でしならせる特異投法。大成の可能性秘める逸材
	 左翼手	 岩本　　瞬	 4年	 津田学園	 173	 76	 右右	 △	シンプルな形から高低左右どこでも鋭くとらえる強打者。華のあるバットフリップも見て
東京六大学リーグ	 	 	 	 	 	 	 	 	
慶應義塾大	 投手	 外丸　東眞	 4年	 前橋育英	 173	 75	 右右	 △	 上位指名さえ描けた前年から評価を下げた試練の一年。健康的で文化的な投球をもう一度
	 	 渡辺　和大	 3年	 高松商	 180	 78	 左左	 ○	 突然変異的に覚醒した一年。支配的な直球と球威ある変化の裏に隠された投球術にも注目

※項目は左より、大学名、ポジション、名前、学年、出身校、身長、体重、投打、評価（P.196 参照）、寸評の順になっています。
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